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１．はじめに 

国土交通省では、平成 28 年 12 月より国土交通大

臣を本部長とする「国土交通省自動運転戦略本部」

を設置し、中山間地域等での公共交通への活用戦略、

車両の技術基準等、自動運転にまつわる重要事項に

関する国交省の方針について検討を行っている。 

その中で、超高齢化等が進む中山間地域において、

自動運転車両を活用することにより、人流・物流を

確保し地域活性化に繋げることを目的として、「道

の駅」等を拠点とした自動運転サービス(図-1)の実

証実験を計画し、平成 29年度夏頃より開始した。 

国土技術政策総合研究所（以下、国総研）では、

全国 13箇所を対象として、道路交通・地域環境など

自動運転サービスを社会実装するための技術的課題

について分析を行っている。本文では、歩行者や駐

停車が混在する道の駅において、円滑な自動運転走

行を行う為の路面標示の実験を行ったことから、そ

の結果について紹介する。 

 

図-1 自動運転サービス実証実験のイメージ 

 

２．実験概要 

自動運転車両は、可視光カメラや LiDAR 等のセン

サを用いて、自車の走行ルート上の障害物を監視し

ながら走行している。自動運転状況下においては、

自車の走行ルートから障害物が取り除かれない限り

停止し続けることとなる。障害物の回避も研究され

ているが、障害物の回避は、障害物が何であるかを

認識し、適切な余裕幅をもって制御をする必要があ

り、極めて高度な技術である。今回用いた実験車両

には障害物の回避（自動運転走行ルートの臨機の変

更）は実装されていない。仮に、障害物の回避の機

能が将来的に実装されても、障害物の無い走行路の

確保は、円滑・安全な自動運転サービスの実現に寄

与する。 

本研究では、道の駅「赤来高原」において、駐停

車や歩行者との混在状況下において、自動運転車の

走行路を明示することにより、ドライバーや人が自

発的に自動運転走行ルートでの駐停車や歩行を避け

ることを期待し、自動運転走行路確保のための路面

標示の有効性の分析を行った。図-2に自動運転走行

ルートの路面標示の状況を示す。なお、自動運転走

行についての周知はされているが、路面標示につい

ては特に積極的な広報は行っていない。 

 

図-2 道の駅「赤来高原」構内の路面標示 

３．混在空間における路面標示の効果 

道の駅構内での自動運転走行ルート上の駐停車車

両数および自動運転車両から 10m 以内に存在する歩
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行者数を路面標示の有無により比較した。道の駅で

の自動運転車が１回走行あたりの数で比較を行って

いる。路面標示は、有り無しともに 3 日間実施し、

それぞれの運行便数は、路面標示有りが 32便、無し

が 35便である。その結果、路面標示有りの方が、自

動運転走行ルート上の駐車数、歩行者数は減少して

いる。（図-3、図-4）。 

 

図-3 １便あたりの走行ルート上の駐停車数 

 

 

図-4 １便あたりの走行ルート上の歩行者数 

 

また、路面標示が無い場合の歩行者と駐停車車両

の状況を図-5、図-6 に示す。また、路面標示が有る

際の状況を図-7に示す。 

 

図-5 道の駅構内を移動する歩行者（標示無し） 

 

一般車両や歩行者等の混在空間において、路面標

示を行うこと、自動運転走行ルートが視覚的に認識

され、自発的に標示箇所を避ける心理が働いたと考

えられる。 

 

図-6 道の駅構内での駐停車（標示無し） 

 

図-7 路面標示を避ける停車車両 

 

５．おわりに 

今回は、道の駅駐車場において実験を行うことに

より、自動運転走行ルートの路面標示が、駐車場に

おいて自動運転の障害となる歩行者や駐停車などの

削減に有効であることを確認した。 

道の駅駐車場だけで無く、人家が連担する道路で

は路上駐車や歩行者・自転車が発生することから、

同様の走行路明示が自動運転車の走行路確保に有効

であると考えられる。今後の実験において、公道に

おける効果についても分析を行っていきたい。 
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